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しずおかてつ

旅客 ・ 公衆が本人の過失によっ丈死

傷した場合は賠償義務は生じないが，

国鉄の有資事故によ って死傷した場合

は，損害賠償の貨を免れることはでき

ない。その処理方については， L死傷お

よび損害事故処理規程l (昭 25 ・ 4 ・ 1 総

裁逮 1 25) で，詳細に定められてある。

ー」損害賠償。公傷。 殉獄。(笹重臣)

金伝然面檀 101.4 (102 .5)m1 担奥田 '"重 量 (ホタンク・石段廊ノミ空 i 盟 48 t 

しじ よう せん市場線 狭義には中失

卸売市湯法による市場に引込まれた線。

広義には魚、の水場i也の鮮魚市場 ・ その

他野菜 ・ 果物等のせり 売が行われる，

いわゆる普通の市場に引込まれた線も

市場線と呼ぶことがある。狭義の市場j

線は市場計画者がその政府を負担して

敷設し，従来の扱方としては， その線

路 ・ 用地等を国鉄に無償譲渡または提

供させ， 国鉄の蛍業線として処理して

いる。現在市場線としてこの取扱をし

ているのは東京市場， 大阪市場， 償浜

市場，名古屋市場， 神戸市場， 姫路市

場の 6 駅と，丹波口駅(京都)の構内線

としている線とがある。(森悌寿)

掴然缶熊面檀 27.4 m' 

主車発伝然面曹 74.0(75.1) ml 
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(給水加熱器

を使用するも

のとしてい

2. C 10 形機関車

本形式はポイラ使Hl圧 14kg/cm' (後 15kg/cm ' に増圧)で，

内火室部は全部突合せ溶接継手となっている。先台車にはコロ

によ っ て一定復元力を生ずる 1 ilqh心 l古J き台車を初めて使用し ，

従台車にはエ コノミ式 2 刺l台111を使用し，帰れま くらの勾配は

会である。給水同~ifは重見式を装備していたが，この給水
加熱総は給水ポンプを必要とせず，ィ γゼクタからポイラに送

水される途中におし、て加熱するものであり，ポイラ上方の両側

に制11長〈 取付けられていた。これは装置と しては簡単であるが，

イ γゼクタを使用しているときしか加熱しないこと ， およびイ

ンゼクタから送出されるポイラm給水はすでに相当のì1ffi.皮とな

ってお り，シリンダからの封|気との視度差が少ないので， あま

り効果なくその後撤去された。ばね装置としては第三動輪まで

の左右各ばね鮮の 2 点と，従台lJlの l 点からなるいわゆる 3 点

支持方式である。

昭和 7 年に本形式を改良 して過熱伝熱Túif11お よび煙管蒸発伝

熱商績を若干将司加l した C 11 J診が 出 現したので，本形式の製

造丙数は 23 雨に とどま った。(高桑五六)

ししょうじこ 死傷事故 国鉄業務の執行に関連して職員ま

たは旅客・公衆が死亡または負傷した事故。
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しじようれっし々 市場列車鮮魚・

生野菜 ・ 果物そのほか市場関係の生鮮

食料品などの急送品積率を正確に急送

するため ， 生産地;}告と市場とを直結す

るように設定されている貨物列車であり ， 現在国鉄における *

急送品列車はすべてこの市場列車である。したがってこの列車

の特色としてl'í:主の希望する産地の発l時刻と ， 着市場のせり l時

刻とを勘案して設定し，しかもできるだけ高速度で運転させ，

この列車に連結する急送品積率は， 操車場での中継はもちろん

支線区から継送されるものについても，特殊継送入j央作業をし

ている。しかし鮮魚 ・ 野菜;荘物等はL 、わゆる季節貨物である

から，これらの貨物がそれぞれの救焼却lには， 市助列車を急送

品告を貨卒のみで組成することができるが， 出貨が低落すれば当

然列車の型転5 1 (けんいん)力にも余力ができるので，このような

場合には，この列車の終着駅以遠行貨車を連結したり ，また終

着駅以遠行貨車が不足する場合およひ・終着駅が最終端となって

いる場合には，前途の輸送力 ・ 停車場および停車時分等を考慮

して ， 遠距出I!行貨車をìill給することとなっている。(菅野太次)

しずおかてつどう 静岡鉄道

l 事業者の慨要

名称静岡鉄道株式会社， 本社静岡市鷹匠IIIJ，資本金 36，000

万円，おもな事業地方鉄道 75 .6km，軌道 19.8 km ， 一般来合

旅客自動車運送幻5 km , fi:切旅客自動車運送， 遊園地業。鉄道 ・

軌道従事員 8 14 人， 保有車両極器関車内燃 9，1ll:illJJ客 11139 ， 内燃勤

客車 13 ， 客車 41，冠動貨車 2，貨車 61 岡。

沿革 明治 39 ・ 8 í静岡鉄道株式会社設立，向 41 ・ 7 大日本軌道

株式会社 (綴岡支社)となり，同年 12 月静岡市鷹匠町， 清水波

止場問を軌間 0.762m の蒸気鉄道として巡輪開始す。大正 8・ 5

駿速電気鉄道株式会社設立，同年 6 J'J 大日本軌道静岡支社の事

業をゆずり受け ， 1司 9 ・ 8~抗間を1.067m t:こ変更し電車巡転開始

す。同 12 ・ 3 静岡電気鉄道株式会社と改称，同年 6 月 秋葉鉄道

事1<式会社を合併， 昭和118 ・ 5 藤相鉄道(大手 ・ 相良|間)， 中速鉄

道(相良 ・ 社袋井間)の 2 社を合併し静岡鉄道株式会社 と 改称 し
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